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民児連

函館市民生児童委員連合会広報委員会 令和７年11月１日発行

令和７年度 函館市民生委員・児童委員大会令和７年度 函館市民生委員・児童委員大会

５
月
16
日
㈮
14
時
よ
り
函
館
市
民

生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
が
函
館
市

芸
術
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
３
０
０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
こ
の
１
年
間
の
物
故

者
に
黙
祷
を
捧
げ
、
そ
の
後
民
生
委

員
・
児
童
委
員
信
条
を
唱
和
し
ま
し

た
。今

年
度
の
受
賞
者
は
、
在
職
30
年

が
１
名
、
20
年
が
27
名
、
10
年
が
13

名
で
、
大
泉
市
長
よ
り
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

20
年
表
彰
の
第
３
民
児
協
中
村
啓
子

委
員
か
ら
「
こ
の
栄
え
あ
る
受
賞
を

励
み
と
し
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
よ

り
一
層
の
情
熱
を
傾
け
て
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。祝

辞
を
、
函
館
市
議
会
議
長
吉
田

崇
仁
様
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
大

槻
寅
男
様
、
町
会
連
合
会
会
長
江
頭

進
様
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
「
長
年
に
わ
た
る
委

員
活
動
を
祝
し
て
」
～
市
民
の
安

心
・
安
全
を
祈
願
し
て
～
と
、
函
館

市
消
防
団
町
火
消
し
の
演
技
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
消
防
の
伝
統
文
化
を

後
世
に
伝
え
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
願
い
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
勇
壮

な
演
技
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
、
大
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長　

中
村　

啓
子
）

第86号
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６
月
30
日
㈪
午
後
１
時
30
分
よ
り
函

館
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
１
１

０
名
参
加
の
も
と
、
講
師
に
函
館
市
市

民
部
・
男
女
共
同
参
画
課
主
査
關
優
樹

氏
を
お
招
き
し
、
生
活
福
祉
部
会
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
市
政
は
こ
だ
て
７
月
号
特
集

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
年
齢
、
性
別
、
障
害

の
有
無
、
国
籍
、
価
値
観
、
育
っ
た
環

境
な
ど
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
同
じ
で
は

な
い
、
だ
か
ら
こ
そ
違
い
を
受
け
入
れ
、

対
話
や
か
か
わ
り
の
中
で
学
び
合
い
、

支
え
合
う
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
誰
も
排

除
し
な
い
・
さ
れ
な
い
、
互
い
に
尊
重

し
、
共
に
生
き
る
、
多
様
な
人
が
暮
ら

し
や
す
い
街
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
幸
せ
な
社
会
の
た
め
に

男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
て
い
る
と

の
お
話
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
社
会
的
通
念
や
慣
習
の
中

か
ら
社
会
的
に
作
ら
れ
た
「
男
性
像
」

「
女
性
像
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
」（
社
会
的
性
別
）
と
言
い
、

性
差
別
や
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分

担
、
偏
見
な
ど
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
（
男
女

の
違
い
に
よ
る
格
差
）
と
無
意
識
の
思

い
込
み
（「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

と
口
に
し
て
し
ま
う
こ
と
、
あ
り
ま
せ

ん
か
？
）
等
で
、
男
女
共
同
参
画
を
妨

げ
て
い
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ

る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

人
を
見
た
目
で
判
断
し
て
の
思
い
込

み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
人
の
特
性
を
受

け
入
れ
て
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
と
の
結

び
の
言
葉
は
、
民
生
委
員
と
し
て
の
役

割
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
第
24
民
児
協
会
長　

木
村　

一
雄
）

生
活
福
祉
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
」

～
性
別
や
人
種
に
と
ら
わ
れ
な
い
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て
～

函
館
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

総
会
が
、
５
月
22
日
㈭
函
館
市
民
会
館

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
理
事
56
名
、
代
議

員
96
名
、
計
１
５
２
名
の
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
会
進
行
は
丹
内
民
児
連
副
会
長
、

仮
議
長
の
中
村
民
児
連
副
会
長
か
ら
総

会
成
立
宣
言
、
船
橋
民
児
連
会
長
の
挨

拶
、
来
賓
の
佐
藤
任
保
健
福
祉
部
長
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
議
長
に
は
第
25
民
児
協
の
畑
代

議
員
、
第
29
民
児
協
の
村
井
代
議
員
、

議
事
録
署
名
人
に
は
第
25
民
児
協
の
深

見
代
議
員
、
第
29
民
児
協
の
楠
美
代
議

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
よ
り

議
案
第
１
号
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、

第
２
号
一
般
会
計
収
支
決
算
報
告
、
第

３
号
特
別
会
計
収
支
決
算
報
告
の
説

明
、
議
案
第
４
号
は
相
馬
監
事
か
ら
監

査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、

質
問
は
事
前
通
告
制
と
な
り
、
質
問
事

項
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
船
橋
民
児
連

会
長
か
ら
議
案
第
５
号
令
和
７
年
度
事

業
計
画
案
に
つ
い
て
事
業
方
針
並
び
に

重
点
推
進
項
目
の
提
案
、
事
務
局
よ
り

第
６
号
一
般
会
計
収
支
予
算
案
、
第
７

号
特
別
会
計
収
支
予
算
案
の
説
明
が
あ

り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
総
会
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

笹
島　

則
男
）

令
和
７
年
度

函
館
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
定
期
総
会
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７
月
29
日
㈫
13
時
30
分
よ
り
、
函
館

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
障
が

い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る
所
長
の

小
谷
素
美
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
参
加

者
95
名
で
障
が
い
者
福
祉
部
会
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
と
聴

覚
障
害
の
方
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

聴
覚
障
害
の
方
は
、
電
化
製
品
や
赤

ち
ゃ
ん
の
声
が
分
か
ら
な
い
・
あ
い
さ

つ
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
「
無
視
さ

れ
た
」
と
思
わ
れ
る
・
音
声
や
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
聞
こ
え
な
い
た
め
急
な
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
あ

っ
て
も
何
が

起
き
た
の
か

分
か
ら
な

い
・
補
聴
器

を
つ
け
て
も

よ
く
聞
こ
え

な
い
等
、
日

常
生
活
で
も

大
変
な
こ
と

が
た
く
さ
ん

あ
る
よ
う

で
す
。

そ
の
よ

う
な
方
と

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
一

つ
と
し
て

筆
談
が
あ

り
ま
す
。

筆
談
の
時

は
〝
読
み

や
す
い
字

で
短
く
〟

と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
、
そ
の
後
各
自

で
自
己
紹
介
や
緊
急
事
態
を
ど
う
筆
談

で
伝
え
る
か
を
考
え
て
発
表
す
る
時
間

も
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
ど
の
よ
う
な
支

援
を
求
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
為
に
自

分
は
何
が
出
来
る
の
か
を
改
め
て
考
え

る
機
会
と
な
り
、
と
て
も
有
意
義
な
研

修
で
し
た
。

（
第
２
民
児
協
副
会
長梅

﨑　

由
樹
子
）

７
月
24
日
㈭
13
時
30
分
よ
り
函
館
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
高
齢
者
福
祉

部
会
研
修
会
を
参
加
者
95
名
で
開
催
し

ま
し
た
。
函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
部
長
の
阿
知
波
健
一
氏
を
講
師
に
迎

え
、
参
加
者
全
員
に
「
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
函
館

市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
発
行
）
を
配
付

し
、
映
像
と
併
せ
て
制
度
の
内
容
を
、

事
例
も
交
え
幅
広
く
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
、
知

的
障
害
、
精
神
障
害
等
の
理
由
で
、
財

産
管
理
（
不
動
産
や
預
貯
金
管
理
、
相

続
手
続
な
ど
）
や
身
上
保
護
（
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
な
ど
）
の

法
律
行
為
を
、
1
人
で
決
め
る
こ
と
に

不
安
の
あ
る
方
々
を
法
的
に
保
護
し
、

本
人
の
意
思
決
定
支
援
を
し
て
い
く
制

度
で
、
平
成
12
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

函
館
市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で
は
、

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め
の
手

続
き
や
申
立
て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
令
和
３
年

度
か
ら
は
身
寄
り
の
な
い
認
知
症
高
齢

者
や
障
害
者
が
申
立
て
困
難
な
場
合
は
、

「
市
長
申
立
制
度
」
に
も
相
談
・
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
部
会
長

三
田　

信
宙
）

高
齢
者
福
祉
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

障
が
い
者
福
祉
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
障
が
い
の
あ
る
方
と
地
域
と
の
共
生
に
つ
い
て
」

～
聞
こ
え
に
く
い
方
へ
の
筆
談
支
援
～
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６
月
18
日
㈬
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
、

Do
は
ぐ
（
避
難
所
運
営
疑
似
体
験
研

修
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

亀
田
交
流
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
63
名
が

参
加
。
市
災
害
対
策
課
と
函
館
市
防
災

士
会
か
ら
９
名
が
協
力
指
導
に
あ
た
り

ま
し
た
。

　

Do
は
ぐ
と
は
真
冬
の
直
下
型
地
震
で

電
気
や
ガ
ス
な
ど
が
使
え
な
い
状
況
を

想
定
し
、
避
難
者
の
状
況
が
書
か
れ
た

カ
ー
ド
を
避
難
所
に
見
立
て
た
平
面
図

に
配
置
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
解
決
し

て
い
く
防
災

教
育
ゲ
ー
ム

で
す
。
カ
ー

ド
の
例
と
し

て
、
避
難
者

の
年
齢
、
性

別
、
世
帯
構

成
、
避
難
時

の
状
況
（
怪

我
や
持
病
の

有
無
、
ペ
ッ

ト
の
有
無
）

な
ど
、
ま
た
、

避
難
所
で
起

こ
る
様
々
な

出
来
事
（
物

資
の
不
足
、

病
人
の
発
生
、

避
難
者
間
の

ト
ラ
ブ
ル
な

ど
）
を
想
定

し
た
カ
ー
ド

も
含
ま
れ
ま

す
。こ

れ
ら
が

記
載
さ
れ
た

カ
ー
ド
を
防

災
士
会
の
石
田
会
長
が
読
み
上
げ
、
各

テ
ー
ブ
ル
の
民
生
委
員
が
、
皆
で
協
議

し
な
が
ら
避
難
者
た
ち
を
誘
導
配
置
し

て
い
き
ま
す
。
避
難
所
で
の
民
生
委
員

は
主
体
的
な
運
営
に
関
わ
る
と
い
う
よ

り
、
地
域
の
情
報
と
避
難
者
の
実
態
に

即
し
た
援
助
活
動
が
期
待
さ
れ
る
研
修

で
し
た
。

（
広
報
委
員
副
委
員
長

稲
村　

耕
三
）

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
避
難
所
運
営
体
験
（
Do
は
ぐ
コ
ー
ス
研
修
）」

６
月
24
日
㈫
18
時
30
分
よ
り
函
館
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
今
年
度
は
第

１
と
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
で
研
修
会
を

行
い
、
１
１
４
名
が
参
加
い
た
し
ま
し

た
。講

師
に
は
、
一
般
社
団
法
人
終
活
マ

イ
ラ
イ
フ
代
表
の
樫
木
泰
子
氏
を
お
招

き
し
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
～
元

気
に
心
豊
か
に
今
を
生
き
る
～
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
各
々
が
人
生
を
振
り

返
り
、
考
え
る
時
間
を
も
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

「
終
活
＝
集
活
」・
・
・
悔
い
の
な

い
人
生
へ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
て
、

①
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
を
整
理
し
、
身

の
丈
に
合
っ
た
生
活
の
見
直
し
を
す
る

②
大
切
な
人
へ
「
み
ら
い
ノ
ー
ト
」
で

思
い
を
伝
え
る
③
自
助
・
共
助
・
公
助

で
人
や
地
域
と
交
わ
り
楽
し
く
生
き
る
、

そ
ん
な
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生

き
切
る
た
め
に
、
元
気
な
「
今
」
か
ら
、

大
切
な
人
と
話
し
合
い
、
意
思
伝
達
を

き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
こ
と

で
し
た
。

人
生
を
豊
に
す
る
上
で
、「
誰
か
」

の
手
を
借
り
、「
誰
か
」
に
手
を
貸
し

な
が
ら
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
は
、
民
生

児
童
委
員
と
し
て
も
大
切
な
時
間
に
な

っ
て
い
る
と
、
再
確
認
し
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

（
第
６
民
児
協
副
会
長

梅
田　

史
恵
）

第
１
・
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

～
元
気
で
心
豊
か
に
今
を
生
き
る
～
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第
６
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
を
５
月

30
日
㈮
13
時
30
分
よ
り
恵
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
24
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
４
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か

れ
、
率
直
な
意
見
交
換
を
通
し
て
民
児

協
業
務
に
役
立
て
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ

討
議
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

○
民
生
委
員
と
し
て
思
う
こ
と

　

・
業
務
範
囲
に
関
し
て

　

・
町
内
会
・
包
括
の
関
わ
り
方

　

・
多
く
の
研
修
会
へ
の
参
加

　

・
活
動
記
録
の
記
入
に
つ
い
て

　

・
安
否
確
認
に
つ
い
て

　

・
各
地
域
に
あ
っ
た
活
動
方
法

　

・�

地
域
の
人
達
と
の
信
頼
関
係
を
作

る
大
切
さ

な
ど
な
ど
、
皆
さ
ん
事
例
を
挙
げ
て
、

研
修
時
間
が
短
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
内

容
の
濃
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
民
児
協
定
例
会
等

で
話
し
合
い
、
委
員
や
行
政
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
気
負
わ
ず
、
地
域
の
方
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
と
の
結
び
で
、
研
修

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
長

佐
々
木　

昌
子
）

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
、
８

月
13
日
㈬
13
時
30
分
か
ら
函
館
市
民
会

館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
52
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
「
北
海
道
発
達
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
あ
お
い
そ
ら
」
セ
ン
タ
ー

長
の
片
山
智
博
氏
を
お
招
き
し
『
発
達

障
が
い
の
基
礎
知
識
と
支
援
実
践
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
児
童
の
発
達
障
が
い

に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
知
識
と
特
性
に

合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
に
つ
い

て
具
体
例
を
あ
げ
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
講
師
か
ら
、
民
生
児
童
委
員

の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
と
し
て
、

も
し
関
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
時
「
い
わ

ゆ
る
パ
ニ
ッ
ク
状
態
の
時
は
つ
か
ず
離

れ
ず
見
守
る
」「
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
か

ど
う
か
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
聞
く
」

と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
、
専
門
家
か

ら
正
し
い
知
識
を
教
わ
る
貴
重
な
機
会

が
得
ら
れ
た
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

（
広
報
委
員　

楢
山　

訂
）

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
発
達
障
が
い
の
基
礎
知
識
と
支
援
実
践
」

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て
」

～
１
期
３
年
を
振
り
返
り
～
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第
３
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
詐
欺
被
害
防
止
対
策
」～特

殊
詐
欺
と
最
近
の
傾
向
～

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
６
月

23
日
㈪
13
時
30
分
か
ら
、
68
名
参
加
の

も
と
函
館
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、「
詐
欺
被
害
防

止
対
策
」
～
特
殊
詐
欺
と
最
近
の
傾
向

～
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講
師
は
道
警
函

館
方
面
本
部
生
活
安
全
課
生
活
安
全
・

少
年
担
当
課
長
補
佐
の
多
田
行
宏
様
か

ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
特
殊
詐
欺
と
は
ど
の
よ
う
な

詐
欺
な
の
か
説
明
が
あ
り
、
ハ
ガ
キ
、

電
話
、
訪
問
、
通
信
機
器
を
駆
使
し
て
、

親
族
、
役
所
、
金
融
機
関
や
警
察
、
検

事
な
ど
を
名
乗
り
金
銭
を
だ
ま
し
取
る

犯
罪
を
総
称
し
て
お
り
ま
す
。

道
内
で
は
毎
年
２
０
０
件
前
後
、
約

５
億
円
以
上
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
最
近
の
詐
欺
手
口
と
し
て
、

警
察
官
、
検
事
な
ど
を
語
り
金
銭
を
要

求
す
る
な
り
す
ま
し
、
次
い
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

型
投
資
詐
欺
及
び
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
で
、

最
初
は
投
資
利
益
が
あ
る
よ
う
に
見
せ

か
け
、
ま
た
、
恋
愛
感
情
や
親
近
感
を

抱
か
せ
て
金
銭
を
要
求
し
、
最
後
は
連

絡
が
で
き
な
く
な
る
手
口
で
す
。
そ
の

他
、
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
、
副
業
詐
欺
、
国

際
電
話
か
ら
の
融
資
手
口
等
、
年
々
巧

妙
化
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ

ス
コ
ミ
報
道
で
詐
欺
被
害
の
手
口
に
関

心
を
持
ち
知
識
を
広
げ
る
事
や
、
自
分

に
は
関
係
な
い
と
い
う
固
定
観
念
を
持

た
な
い
こ
と
、
疑
わ
し
き
は
自
己
判
断

せ
ず
親
族
、
警
察
な
ど
に
確
認
し
時
間

の
間
を
持
つ
事
が
被
害
を
防
止
す
る
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他

の
対
策
と
し
て
、
自
治
体
が
購
入
補
助

し
て
い
る
固
定
電
話
の
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
無
償
化
や
、
国
際
電
話
不

取
り
扱
い
の
登
録
、
留
守
電
話
機
能
の

活
用
、
最
終
的
に
は
電
話
番
号
変
更
処

置
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ
と
が
対
策
と

し
て
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
警
察
相
談
電
話
「
♯
９
１
１

０
」
を
活
用
す
る
と
と
も
に
合
わ
せ
て

北
海
道
警
察
公
式
防
犯
ア
プ
リ
「
ほ
く

と
ポ
リ
ス
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
防

犯
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
今
回
の
講
話
を
も
と
に
、
自

分
自
身
を
守
る
と
と
も
に
民
生
児
童
委

員
と
し
て
活
動
や
知
識
の
幅
が
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
、
有
意
義
な
研
修
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

武
田　

忠
夫
）
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令
和
７
年
度　

全
道
民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
究
協
議
会
を
振
り
返
っ
て

６
月
３
日
㈫
～
４
日
㈬
の
研
究
協
議

会
に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

初
日
、
基
調
講
演
は
「
一
斉
改
選
に

向
け
た
道
内
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
篠
原
辰
二
氏
に
よ
る

令
和
６
年
度
調
査
結
果
か
ら
の
報
告
を

聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
の
道
民
児
連
会
長

の
言
葉
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
中

ど
こ
へ
行
っ
て
も
一
斉
改
選
の
話
題
、

そ
れ
も
「
な
り
手
不
足
」
に
関
す
る
悩

み
ば
か
り
と
言
う
事
実
。
確
か
に
私
の

民
児
協
で
も
数
名
の
欠
員
状
態
、
現
在

も
次
期
の
候
補
者
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

こ
の
ま
ま
の
状
況
で
改
選
の
期
限
を
迎

え
て
し
ま
う
現
実
が
濃
厚
で
す
。

地
域
の
様
子
を
考
え
て
み
ま
し
て
も
、

民
生
児
童
委
員
の
候
補
者
選
び
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
町
会
活

動
、
町
会
の
加
入
率
減
少
も
深
刻
な
状

況
で
あ
る
の
は
皆
様
も
実
感
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
は
何
故
日
本

の
社
会
が
こ
の
様
な
状
況
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
、
は
た
し
て
状
況
改
善
へ

の
方
策
が
あ
る
の
か
、
と
講
演
を
拝
聴

し
な
が
ら
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

篠
原
氏
の
お
話
し
の
中
で
自
ら
も
痛

感
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

若
者
は
テ
レ
ビ
を
観
な
い
と
い
う
現
実
。

私
自
身
の
子
供
が
そ
う
で
す
が
、
い
わ

ゆ
る
「
Ｚ
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
現
在
30

歳
前
後
の
青
年
層
。
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
存

在
し
て
い
た
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
テ
レ

ビ
と
い
う
存
在
が
も
は
や
過
去
の
ツ
ー

ル
で
し
か
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。
テ
レ
ビ
局
が
制
作
し
た
番
組
・
ド

ラ
マ
で
さ
え
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
た

番
組
だ
け
を
好
き
な
時
間
・
好
き
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
そ
こ
に
は
家
族
揃
っ
て
テ
レ
ビ
の

前
に
並
ん
で
い
た
風
景
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
も
う
逆
戻
り
す
る
事
も
無
い
で

し
ょ
う
。
で
す
が
こ
れ
か
ら
の
、
直
近

の
日
本
を
支
え
て
い
く
の
は
正
に
彼
ら

に
な
り
ま
す
。
私
事
で
す
が
、
長
年
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
参
加
で
、
学
生
は
福

祉
に
全
く
の
無
関
心
と
言
う
訳
で
は
な

い
と
い
う
明
る
い
事
実
も
理
解
し
て
お

り
ま
す
。
大
切
な
の
は
福
祉
活
動
へ
の

興
味
・
参
加
を
上
手
く
促
し
て
い
く
教

育
と
社
会
作
り
な
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

後
半
の
分
散
会
に
お
い
て
も
、
道
内

各
地
の
民
児
協
の
努
力
、
特
に
広
報
活

動
に
と
て
も
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
一
日
で
し
た
。

２
日
目
、
初
日
の
総
括
で
あ
る
全
体

会
が
あ
り
、
続
い
て
落
語
家
の
桂
三
四

郎
氏
に
よ
る
会
場
に
高
座
を
設
営
し
て

の
講
演
は
、
今
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
な

爆
笑
に
包
ま
れ
た
１
時
間
半
で
、
さ
す

が
プ
ロ
の
話
し
手
と
拍
手
喝
采
で
し
た
。

開
催
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
し
、

２
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
第
８
民
児
協
会
長　

八
木　

英
樹
）
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民
児
連
「
は
こ
だ

て
」
第
86
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

一
斉
改
選
の
時
期
を
迎
え
、
退
任

さ
れ
る
委
員
の
皆
様
、
今
ま
で
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。
民
生
児
童
委
員

を
退
か
れ
て
も
、
何
れ
か
で
民
児
連

の
広
報
紙
を
お
見
か
け
の
際
は
、
是

非
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
号
か
ら
は
新
広
報
委
員
会
の
担

当
と
な
り
、
よ
り
読
み
や
す
い
広
報

紙
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

心
よ
り
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

（
広
報
委
員　

楢
山　

訂
）
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令和７年度　第９４回全国民生委員児童委員大会（北海道大会）

９
月
４
日
㈭
〜
５
日
㈮
北
海
き
た

え
ー
る
に
て
「
第
94
回
全
国
民
生
児

童
委
員
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
函
館

か
ら
62
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
４
千

２
百
人
を
迎
え
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
、
ア
イ
ヌ
舞
踊
と
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
に
始
ま
り
、
式
典
は
開
会
挨
拶

を
佐
川
徹
北
海
道
民
児
連
会
長
、
式

辞
を
得
能
金
市
全
国
民
生
児
童
委
員

会
長
が
、
主
宰
者
と
し
て
福
岡
資
麿

厚
生
労
働
大
臣
・
鈴
木
直
道
北
海
道

知
事
・
秋
元
克
広
札
幌
市
長
他
か
ら

挨
拶
を
頂
き
、
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
会
長
表
彰
授
与
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
特
別
講
義
は
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
渡
辺
一
史
氏
か

ら
、
大
泉
洋
さ
ん
主
演
映
画
『
こ
ん

な
夜
更
け
に
バ
ナ
ナ
か
よ
』
を
基
に
、

な
ぜ
人
と
人
は
支
え
合
う
の
か
を
お

話
し
頂
き
ま
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
札
幌
国
際
情
報
高
校
吹
奏
楽
部
の

ダ
ン
プ
レ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
終

了
。２

日
目
は
同
会
場
に
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
地
域
に
お
け
る
孤
独
・
孤
立

に
寄
り
添
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

民
生
委
員
児
童
委
員
」
を
聴
講
し
ま

し
た
。

（
第
19
民
児
協
副
会
長

塗　

政
江
）


